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「 Balkal wATER」 一 一 つ の教 訓 一

株式会社みちのく銀行 会長 大 提争手  ′J正三員い

この前、テレビを見ていたら、有名なタレントが5～ 6人出ていて、不老長寿の話をしていた。そのうち、司会の女性が 1本のペッ

トボ トルを持ち出して、「この水をご存知ですか。この水はバイカル湖の水で、毎う(むと必ず長生きするといういわれのある水です」と言

いながら、ペットボ トルを大写しにしていた。そのラベルには大きく、ブルーで Bttka WATERと雷かれていた。「あれ、何だこれは、

うちの銀行で送つたボ トルラベルだ。まだ商売をしているのか」とビックリした。バイカル湖の特殊性として、何よりも世界最高の透

日月度を持つ清澄な水であるということに着目して、ちようど日本でも、飲み水はペットボ トルのものを使う風潮が強くなりはじめた頃

なので、これを商品化しようと思つたのである。Drグラチヨフの率いるバイカル湖湖沼研究所は世界最大の湖水研究所であり、この

Bttkal WATER商 品化の相手方パー トナーとして打つてつけの相手だと思い、91年頃から話し合いを進めた。その間青森市においてバ

イカル湖の世界的研究団体であるバイサーという研究集団を呼んで、日本の京都大学並びに琵琶湖研究所所長等、多数の顔触れで、「水

の学界」を開いたものである。

バイカル湖イ貝]に、ペットボ トルの生産設備を作るのは当時のお金で十数億円もかかり、とても無理と判断したので、空気を運′Sミ よう

でもつたいなかつたが、ラベル付ボ トルを日本から6万本ほど持込み、当初の生涯量として5千～ 1万本が適当と思い、日産 1万本の

オー トメーションボ トリングのマシンを 1台用意したのである。水の採取場所も100ヶ所ほど調査し、ある地点の水深400m位 の

所が一番水質が良いことも判日月して製作の準備が整つた。ところが、生産間近になつて、パートナーのDRグラチヨフから異議が出た。

「世界で一番いい水を製作販売するのであるから、ロシア人のみならず、世界中の人が飲むにちがいない。それを 1日 1万本程度の

ボ トル充てん1玄義械では、クソの役にも立たない」「いやいやグラチヨフさん、国外で売るには輸送費の問題もあるし、まず国内で売るこ

とだけを考えよう」「ロシアだけでも約2億人からの人がいるんだJ「こういう新しい仕事は、段階的に工場設備を増やしていくのが世

界中の通例であるし＼成功するかしないかもわからないプロジェクトに、最初から数十億円というお金は投入できません」「いいものが

売れない訳がない」という論理で、今度は勝手に三井物産などに大型機械の発注見積もりをとつたりして、結局この話は崩れた。70
年間の共産主義の時代、絶えず全てのモノは不足ぎみで 「よいものは無限の需要がある」といういわば信仰みたいなものが彼らの頭に

根差していると見えて、このプロジェク トは、5年間にわたる大変なお金とエネルギーの浪費を伴つて無残にもピリオ ドを打つたので

ある。この前ウランバー トルから帰つてきた人が、ホテルでバイカルウォーターを売つていたという話をしていた。どうやら我々が持

ち込んだボ トルを使い、手作りで彼らの夢とは180度反対のミニマム生産をしているらしい。大きな教訓を得たと思つている。
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コンメ》ら′税関の真意は ?

ソ連時代、空港での入出国時には多くの場合税関で ト

ランクを開けさせ られた。反ソ出版物の有無をチェック

され、ソ連の新聞の持ち出しも規制 されていた。最近で

はかなり緩和され、昨年筆者が渡航 した際には出版物は

ノーチェックで、うるさいのは薬に対 してだけだった。

もちろん麻薬の流入を防ぐためである。ところが最近の

「独立新聞」によれば、今夏にモスクワの国際空港に現れ

た新 しい申告書の用紙には、「麻薬および向精神物質J、

「武器弾薬」等の当然の項 目だけでなく、「FΠ刷物その他

の情報媒体」や「高周波電波機器・伝達手段」の有無を

チェックする項目まで

もがあるという。これ

では、書籍や携帯電話

の持ち込みや持ち出し

を制限できることにな

る。同紙の記者は、持

っていた印刷物の内容

まで書き出さなくても

咎められなかったと言

うが、「導入された規

則はいつか執行される可能性がある。国境の通過に関す

ることであればなおさらだJと 警告している。(柳田賢二)

宅シゴ〕レからブ」琳」首相のモンゴル訪間

我が国の小渕首相は、 7月 10、 mの両 日、建国記念祭

ナーダムにあわせてモンゴル回を訪問した。モンゴルの

報道によると、これまで訪間できなかった理由について

/Jヽ 渕首木目は、

長 ら くモ ン

ゴル 訪 問 を

望 んで いた

が、「とても

す ば ら しい

国 な の で 、

後 に とって

おい たので

中国ふゥ 広州可の束J身

中国広東省の省都・広州は、グルメの街として昔から

その名を知られている。もっとも、「食は広州にあり」と

言うのは表の言い方で、裏では広東人はゲテモノ食いだ

という陰口も随分とたたかれてきた。料理店の軒先を覗

くと、各種のヘビ、カエル、ハ ト、タヌキなどから果て

はサルやモモンガに至るまで、様々な「食材」の入った

檻が並んでいる。「四つ足のものは机以外、空飛ぶものな

ある。日本人は大事なものをとっておくのが習慣である」

と説明したそうである。今回の訪間では、モンゴル国立

大学 日本センターの設置、発電所の改修等を目的とした

新たな借款の供与等が決まったほか、中小企業育成援助

や文化 。教育面での協力拡大を目指すこと等が話 し合わ

れたもようである。ナーダムの競馬会場を訪れた首相は、

モンゴルの名高い調教師 D・ ダヴァーフー氏から馬を送

られた。これに対 して首相は、「よく考えて名前をつける」

と言ったそうである。この馬はモンゴルで首相の名にお

いて調教 され、その走 りっぶりは逐次報告 されるとのこ

とである。馬の名前がどう決まったかは、明らかではな

い。                  (岡  洋樹 )

ら飛行機以外は何でも食べる」とさえ評 されているほど

だ。ところが、最近ではこのうちの「飛行機Jさ えもが

危なくなってきている。90年代半ばころから、日本風の

魚の刺身なるものを出す店が街中に見かけられるように

なったが、材料はわざわざ日本から空輸 しているという。

それにしても、はるばる空輸 された刺身の鮮度のことを

考えると、ヘビの皮の炒め物以上に喉を通 りにくく思う

のは私だけであろうか。         (瀬 川昌久 )

期鱗地競よう「北」のBSテレビ

北朝鮮 (朝鮮民主主義人民共和国)で は、本年 7月 2

日からタイの放送衛星タイコム 3を使って朝鮮中央テレ

ビのBS実験放送を開始 した。多分に放送施設の機能低

下や老朽化等を補い、難視聴地域をカバーするためと思

われているが、地上波テレビと違い、韓国にまでその電

波が飛んでくることで波紋は大きい。

同様に電波が飛んでくるラジオの場合、聴取しただけでは

咎められないが、聴取 した内容を第二者に話すと国家保安法

に触れる。衛星放送テレビの場合 も同じ扱いになるのか。韓

国政府当局は、実験放送から本放送に移った段階でその性格

を見極め、韓国内に解放すべきかどうかを判断するという。

国家安全保障会議での議論が気になるところである。

また韓国はここ数年来、 500を 越える朝鮮半島上を行 く

放送衛星からの海外放送に対 し、関連法規の整備を検討 して

きたが、未だに出来上がってきていない。   (成 澤 惨 )
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日本館はシベ リアのノボシビルスクにありますが、こ

の都市はイルクーツクやハバロフスクに比べると日本で

は知名度が低いため、辺境の地や田舎町のようにとらえ

る人がいます。しかしそれは全 くの誤解であり、人口で

比較すればこの都市はロシアで第二の者卜市であり、筑波

がかつてモデルとしたアカデ ミー・タウンが存在 します。

現在、ノボシビルスクは経済的に困難な状況にあります

が、教育水準や技術力

の点か らすれば将来発

展す る可能性は高いと

いえるで しょう。最近、

日本館 を訪問す る方で

その可能性に着 目す る

人がわずかにではあり

ますが増えつつありま

す。例 えば、 7月 初め

には岬勁夫教授 (政策

研究大学院大学)は シ

ベ リアに日露の研究者

が中心になり共同で研          見本市会場風景

究す る場 を創 るとい う

構想の基盤造 りのために訪問され、また 8月 には塩沢由

典教授 (大阪市立大学)は アカデ ミー・タウンと関西学

術都市との共同事業を模索するために視察に来 られまし

た。

日本館はまだ無機化学研究所内の一室に位置する小 さ

な事務所にすぎませんが、ロシア国内では法人格をもつ

べ く準備 されつつあります。すでに昨隼の 12月 にはロ

シア連邦科学技術省により日本館は東北大学の代表機関

として認可 され、今年の 3月 にはノボシビルスク市によ

り法人として活動を行 うことが許可 されました。 7月 に

は日本館独自の公印 も完成 し公式文書を発行することが

可能となりました。現在 日本人がロシアを訪間する際に

はどこかの機関から招聘状を受け取る必要がありますが、

将来的には日本館が招聘状を発行することも可能 となり

ます。 しかし法人としてロシアで活動を行 うには税金の

支払い義務が生 じます。外国の学術機関がロシア国内に

代表機関を設置するのは稀であり、それに対応 した税金

に関する条例等は整備 されていないため外国企業 と同等

に扱われ課税対象となるわけです。現在、税金をどのよ

うに支払 うべきかを日露間で協議 しています①

ところで、 9月 21日 -24日 にノボシビルスクで全

市を挙げて「21世紀の岐路に立つノボシビルスク」と

いうシンポジウム&博覧会が行われました。これは都市

の潜在力を開花 させるために外国から広 く投資を呼び込

むことを目的としたものであり、その性格から外国の代

表団を歓迎する形をとっていました。これにあわせて東

】しアジア学術交流懇話会は「ノボシビルスク調査団」を

組織 し民間から多くの参加者を募り、そのコンファレン

スに参加 していただく機会を提供 しました。調査団はま

た 23日 イこ「日本との国際関係の発展 :中 心地としての

ノボシビルスク」というセミナーを企画し、それぞれの

立場から次の方々に報告をお願いしました。すなわち、

中村淳 (三井物産貿易経済研究所)、 徳永昌弘 (東北大学)、

堀江典生 (富 山大学)、 古城義隆 (仙台都市総合研究機構)、

芝本英一 (ジ ェ トロ・モスクワ出張

所 )、 岬暁夫 (政策研究大学院大学 )

コンファレンス開催期間中には同時

イこ「シベリア定期市Jと いう見本会場

で大規模な展示会が行われ様々な企業

や各種団体が出展 しておりました。そ

の展示会場の一角に今回初めて日本館

の名でブースを借 り、日本館の広辛R活

動を行うと同時に調査団の参加者に対

する便宜もはかりました。日本館ブー

スの半分は株式会社「 トラス ト」の出

展場所として提供 し、ノボシビルスク

における商機の模索に寄与 しました。

また他の調査団員である市岡篤 (三井物産 )、 馬橋幸夫

(エ イ・エヌ・シー)、 山河嘉久 (東山商会)の二氏は展

示会場で有益な情報を獲得 されたように思われます。 9

月 23日 の夜に調査団員全員が集 うク食会が催されノボ

シビルスクの感想を各人から聞かせていただく機会があ

りましたが、全員の方がこの都市に対する好印象を語 ら

れました。ぜひこの機会を活かして都市の発展に様々な

分野の方が協力していただけることを願っています。

(塩谷昌史 )
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日本が国際社会の中で、安定した地位を確保し、相応

の貢献を果たし得るためには、とくに隣接する大国群と

の間で調和の取れた関係を維持発展させることが必須と

いわれるが、日口の関係には日米および日中の関係に比

べ、大きな落差が認められてきた。そこには、日口間の

平和条約が未締結という異常な関係が半世紀以上にわた

り継続されるという問題に象徴される様々な背景が、入

りくんでおり、政府間の公的関係をはじめとして、経済、

学術文化交流に至るまで、様々な制約を産み出している。

この関係に、劇的な改善の兆 しが産み出された。その

発端は、橋本 。エリツィン会談であるといわれる。両国

首脳のクラスノヤルスク (1997年 )、 川奈 (1998年)での

2回 にわたる会談の成果を基礎にして、民間レベルでの

交流機関が整備されることになった。すなわち、日本の

側について言えば、それまで個別に活動 していた、日露

議員連盟、日露協会、対外文化協会、日口交流協会など

の諸民間団体が、「日口友好フォーラム21(会長 :桜内義

雄衆議院議員)」 に結集し、ロシア側も同様に「ロシア21

世紀委員会 (会長 :ル シヨフモスクワ市長)」 が統一組織

となった。

そして、1998年 11月 の小渕・エリツィン会談で出され

た「日露両国間の創造的パー トナーシップ構築に関する

モスクワ宣言」の中で、社会レベルでの幅広い交流の重

要性に鑑み、上の二つの組織の活動にあらゆる支持を与

えることが明言された。こうして、これらの合同組織と

して、「日口・フォーラム」が結成され、今回、その2回

目の会議が、6月 23日 ～25日 にわたり、モスクワで「日

露・フォーラム99」 として開かれたものである。

日本からは、現地参加を合めれば、総勢約100名 に達す

る大代表団が参加 した。会議は、全体会議が、渡邊前駐

露大使とロパーチン下院議員 (40前後の若手議員で、将

来の日露関係における太いパイプとなることが期待され

ている)の共同議長の下で、小渕、エリツイン両首脳の

書面による挨拶から始まり、三琢博衆議院議員とルシヨ

YVI 、″ 1'■
~、

デ アヾ

日露「フ ォー ラ ム 99」
23サ 21と慢OHЯ 1999 10AA

フ市長による全体の基調報告の後、以下のように、二つ

の分科会関連の問題について、両国の代表からそれぞれ

基調報告がなされた。政治 (平和条約の問題、末次安保

問題研代表とカラーシン外務次官)、 経済 (経済協力の間

題、藤原経団連理事、ヴォリスキー企業家同盟会長)、 学

術・文化・スポーツ (学術文化交流の諸問題、松前参議

院議員、サ ドーヴィニチモスクワ大学総長)。

2日 目は、各分科会にわかれ、そこでの討議を全体会議

で確認し、最終的に日露の1999～ 2000年協力計画の提案が

行われた。

平和条約の問題では、ソ連時代の、いわば、負の遺産

として処理すべきことが、日本側から主張された。経済

協力の問題では、投資保証や税金の問題などロシアにお

ける法整備が緊急の課題であることが確認されたが、日

本企業が合弁会社などで進出しているモスクワ周辺や極

東の地方都市が、独自の施策により、これらの問題に対

処すべく努力していることも紹介された。本センターが

ノボシビルスクに設置した日本館の構想も紹介され、地

方都市を拠点にした、実績の積み重ねとその推進策の重

要性が指摘された。学術分科会では、いくつかの新しい

提案が提出された。政治、経済の両分野で、華々しい成

果が期待できない状況の中では、学術文化交流の強化に

より、いわば、岬暁夫氏の表現を借りれば、学術力の強

化によって、両国間の問題解決に貢献すべきという立場

から、「日露環境科学研究ネットワーク」構想と「日露宇

宙線共同研究Jの提案がなされた。

最後に、渡邊氏のコメントとして、これらの経済協力

や学術交流の強化の基礎となる日本の公的資金源の確保

には、日本国民の総意が不可欠であり、そのためにも、

平和条約の問題を避けて通れないという指摘が、強い印

象を与えた。なお、本会議の報告は、日口友好フォーラ

ム21よ り、小冊子の形で、まとめられている。(徳田昌則)
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天 安 門

中国社会科学院民族研究所教授/中華人民共和国全国人民代表大会代表

東北大学東北アジア研究センター客員教授 朝  克

ちょうど50年前の 10月 1日 毛沢東主席が全世界の人民に向

1)「 中華人民共和国成立せりJと 高らかに宣言 した “天安門"。

この 50年の間、中国の各民族は共産党のリーダーシップのもと

に、曲折と困難に満ちてはいたが、しかし新しい創造と輝きに富

んだ道を歩んできた。中国は数千年にわたり封建的統治によって

l窄取され、また外国列強の侵略を受け、多くの戦乱を経た、きわ

めて貧困な国家であったが、繁来にむけて力強く人民共和国が出

ll凡 した。このことは、世界の総人口の五分の一をしめる人々の生

活問題を解決し、多くの人々が平和で安寧な日々を過ごせるよう

になったことを意味する。これは中国人民が自らに対して誇るべ

きことであるし、加えて全世界の人々にも大きな貢献をなし遂げ

たと言えよう。中国共産党のリーダーシップがなければ、中国人

民の苦難はまだ続いたに違いない。もし中国の巨大な苦難が続い

たならば、その苦難は自ずから世界各国人民にも直接影響したで

あろう。したがって、中国共産         _
党は中国の英ヒ題を解決しただけ         |
でなく、世界的な難題を解決し

たことになる。その要に題とは、

すなわち中国人民がいかにして

力強く繁栄し、科学技術の発達

した道を歩むことができるかと

いう問題であった。そして、人

類のいかなる進歩、文明、平和

への過程が、どれもなまやさし

う特別な精神と活気のある厚い歴史のテキストを閲読し、特別な

感慨を抱くことになる。歴史テキストとしての天安門を見て、多

くの遠方からの来訪者は歴史に心から感嘆し、また人類のうるわ

しい未来を強く願っただろう。この 50年は悠久の歴史を持つ民

族と年若い共和国がともに歩んだ輝かしい 50年である。また中

国共産党のリーダーシップにより各民族の人々が貧困から富裕に

至った50年である。これは、中国人民の偉大な勝利であり、世

界の人民が平和と幸福に向かって歩む偉大な勝利でもある。

中国は多民族国家である。各民族は麗しく安寧なる家庭の中で

睦まじく隣り合って、平等に生活し、陽光と笑顔の語り合いに満

ちた明日をともに築いている。各民族は共和国を愛している。共

和国においては、各民族は平等で自由かつ幸福な生活を送ること

ができるからである。共和国成立以降中国共産党は一連の効果的

な民族政策を制定し、そのことによって各民族の民衆から喜ばれ

支持された。民族政策には次の

各項が明確に規定 されている。

全国人民代表大会や各ランクの

党政の指導者階層には、必ずそ

れぞれの民族から代表者を選び、

特別のポス トを用意する。どの

民族も自己の民族の言語と文字

を使う自由と権利を持つばかり

でなく、同時にまた自己以外の

他の民族の言語と文字を使 う自

いことではなかったのと同様に、中国人民が現在のような生活を

達成することもまた簡単ではなかったのである。天安門はこうし

た新中国成立・建設の象徴である。

この 50年の間、中国の各民族の人々は共和国とともにあって、

解放直後の幸福感と勝利の喜びを享受し、戦争の脅威と非情な自

然災害の打撃を経験し、空前絶後の十年におよぶ文化大革命の大

きな苦難に遭い、そして改革開放の甘美と新しい創造の快楽を味

わってきた。この天安門には50年の間に民衆の心を深く感激さ

せる場面と瞬間がいったい幾度あったろうか。天安門広場を一冊

の厚い歴史書にH爺 えるならば、この広場は共和国と人民がこの半

世紀の間に歩んだ一歩一歩、過ごした一刻一刻を、ひっそりと、

しかしありのままに記録してきた。この 50年間に、平和を愛し、

人類共同のうるわしい未来を作ろうと願う多くの外国人が天安門

を訪れた。天安門に来た人は、激動を経ながら共和国が一歩一歩

奮起したことを目の当たりにし、また悠久なる歴史を持つ民族が

身体の内奥から発した叫び、そして永遠に前進しようとする足音

を直に耳にし実感できる。つまり天安門に来る人は、天安門とい

由と権利を持つ。どの民族も宗教信T「 の自由と権利を持つばかり

でなく、同時に法律の保護を受ける。少数民族の学生は大学入学

に際して、政府の特別の配慮による入試成績の加算および奨学金

を受ける。特に人口の少ない民族は二人もしくは二人まで子をも

うけることができる。各民族の伝統的な風俗習慣および文化芸術

などは政府に重視され、保護を受ける。こうして民族事業は空前

の活力と発展を見ることになり、中国は多くの民族がそれぞれの

文化芸術および風俗習慣をおたがいに尊重しつつ融合させ、混然

一体となり、共同して繁栄する一つの世界を構築したのである。

この 50年の間に、中国の各民族にはきわめて大きな変化と発

展がもたらされた。各民族は輝ける未来にむけて歩み続けている。

次の 50年もこの天安門から始まった。中華人民共和国および各

民族が一層繁栄し、改革開放と民族団結が一層進み、新たな創造

が実現できるような時代へのスタートでもある。

(翻訳 。文責 丸山 宏)

解放50年 目の天安門
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中国社会科学院民族研究所

中国社会科学院民族研究所は1962年に創設 された。

1958年 にできた中国科学院哲学社会科学部民族研究所

と1956年設置の少数民族言語研究所が統合 されたもの

である。民族問題理論研究室、民族歴史研究室、民族

言語研究室、人類学民族学研究室、民族経済研究室、

民族映画テレビ人類学研究室、世界民族研究室、文献

情報研究室、実験音声学研究室、図書室の十個組織を

擁する。統轄する学会 として、中国民族理論学会、中

国世界民族学会、中国民族史学会、中国民族言語学会、

中国民族学学会、中国民族古文字研究会、中国突灰語

研究会等の全国規模の学術団体がある。また、図書室

には40万冊の蔵書とともにVTRテ ープ、録音テープ、

スライ ド、音盤、写真、マイクロフィルム等の形の貴

重な視聴覚資料 も多い。所長オヽ躊時遠以下スタッフは

208人、うち教授 ・副教授は77人。現代的な問題・課

題に対する調査・分析検討のみならず、歴史的な変

遷・接触相 。文化 。言語等、民族に関わるものであれ

東北大学東北アジア研究センター客員教授

中国社会科学院民族研究所教授 朝  克

ばあらゆる領域をカバーする。とりわけ民族問題理論、

民族政策、民族関係、関連法規及び制度、各民族の社

会経済の枡究は加速的に展開されている。

そうした活動の成果 も着実に挙げられている。『民

族問題と宗教問題』、『民族論』、『中国の民族 と民族問

題』、『東北漁猟民族の現代化進路の検討』、『民族問題

文献資料集』、『チベット人権問題』、『中国少数民族言

語簡志全書』等は内外の研究者たちから高い評価 を得

ている。同時に、毎年国家から重点的に研究テーマが

与えられ、それらの成果は直接的に行政に活用された

り、『民族研究』、F民族語文』、『世界民族』等を中心

とした学術刊行物に報告論文として発表 される。

一方、対外的にはアメリカや 日本・ ドイツ・ロシ

ア 。フランス・オランダ 。スウェーデン等 と積極的な

学術交流を展開しており、台湾地区との交流 も活発に

なされている。一例 を挙げるならば、オース トリア人

文科学院との共同では『中国言語地図集』を編纂 し、

アメリカの企業MRMと の共同事業として『蔵英新詞

典』を出した。更に、研究者養成 という点から民族学

学部が置かれ、修士・博士課程の学生及びオーバー ド

クターを受け入れている。21世紀に向けた課題ともい

える民族問題の止揚や民族文化の発展のためにも、民

族研究所の担 う役割は大きい。  (文 責 成澤 勝 )
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社会科学院
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今号ではスリランカのモラツワ大学から来て

おられるセナラス教授 (Udaya G.Senarath)を紹

介 します。

セナラス枚授の専門分野は鉱山開発技術並び

にリモー トセンシング・GIS(地理情報 システ

ム)の応用です。インドの リモー トセンシグ衛

星 (IRS‐ IB,IRS―IC)を 利用 した地下水有望地域調

査等に携わっており、現在モラツワ大学におい

て、 リモー トセンシング・GISセ ンターの設立

をめざしています。セナラス先生はモスクワで

学位 を取得 したことから、ロシア国内の環境に

も詳 しく、現在当センターにおいては日本の資

源探査衛星「ふよう」 (JERS-1)の 合成開ロレ

ーダによるモンゴル・シベ リア地域の環境計測

研究を行っています。      (佐 藤源之 )
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GISを 利用 したイン ド・ ヒマラヤ山麓地域の土地利用表示
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＼♂＼3を ノ タ _フ″

本年10月 ～12月 の東北アジア研究センターの客員研

究者をご紹介します。 ☆Senarath,Udaya Gamini(セ ナラス,U.Gう教授、ス

リランカ、モラツワ大学上級講師、資源・環境研

究のための合成開ロレーダ・データインテグレー

シ ョン

【国内から】

☆渡邊幸治 (ワ タナベ、コウジ)教授 :経済団体連合

会特別顧間・前在ロシア連邦 日本国特命全権大使、

開発と社会変容の研究

☆鄭 在貞(チ ョン、ジェジョン)枚授 、韓国、ソウ

ル市立大学校教授、斎藤実と朝鮮総督の文化統治

に関する研究

☆小谷凱宣 (コ タニ、ヨシノブ)教授 :名 古屋大学人

間情報学研究科教授、東アジア北アジア交流論 ☆江立珍 (オ ウ、 リッチン)研究員 :中 国、中央民族

大学講師 (中 国政府派遣研究員 )、 満族文化史/ツ

ングース論☆横山隆三 (ヨ コヤマ、 リュウゾウ)教授 :岩手大学

工学部教授、森林等の資源

【,毎タトから】
☆陳春林 (チ ン、シュンリン)研究員 :中 国、魔棄物

溶融炉の炉内解析 に関す る計算機 シ ミュレーシ ョ

ン

☆朝克 (チ ョウク)教授 :中 国、中国社会科学院民族

研究所教授、ツングース・満州系諸民族の基層文

化に関する言語文化論的研究

◎――一引 公開学術語演会開催

モ ン ゴルー ー 遊 牧 の 国 の科 単 と教 育

東北アジア研究センターは、市民とセンターの研究活動をつなぐ場として、公開講演会を企画開催 してきた。本

年 も来る 12月 4日 (土 )午後 1時30分より、仙台市内の読売ホールにて「モンゴルーー遊牧の国の科学と教育J

と題 して開催される。モンゴルは、豊かな自然が残る遊牧民の国として、日本でもよく知 られている。しかしその

モンゴルが、整備 された教育制度を持ち、高い教育水準を誇っていることは案外知 られていない。1911年に中国か

ら独立し、1920年代からはソ連の指導の下で社会主義の道を歩んだモンゴルは、199o年には、東 ヨーロッパの民主f

化の波を受けて社会主義を放棄 し、議会制民主主義の国として生まれかわった。しかし急激な政治改革と市場経済

化に伴 う経済困難の中で、社会主義時代に整備された初等・中等教育制度 も、大学等の高等教育同様大きな困難に

直面 している。一方社会主義時代には政府の保護のもとで安定 した研究環境を享受 していた研究機関も、人員整理

と資金難から、新たな環境への適応に苦しんでいるように見える。また、先進国からの技術移転 も焦眉の課題であ

る。本年の公開講演会は、モンゴルの学術・教育界で指導的な役割を果たしている二人の科学者をお招きして、モ

ンゴルの教育と学術研究の現在を紹介 していただく。講師は、モンゴル技術大学学長デンデヴ・バダルチ博士と、

モンゴル国立科学アカデミー総裁バータル・チャドラー博士である。バダルチ博士は、情報工学の専門家で、技術

大学の学長として外国からの先進的な技術の導入とこれを用いた教育活動を精力的に展開されている。一方のチャ

ドラー博士は、核物理学を専門とする研究者で、この方面で数多くの業績を挙げておられ、国立科学アカデミー総

裁として同国の科学研究を指導する一方、自らウラーンバー トル大学を設立 し、市場経済下での高等教育の発展に

大きな貢献をしておられる。遊牧民の国モンゴルの教育と科学の現状をお話いただくことにより、この国の知 られ

ざる一面を紹介 したい。
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―東北アジア学術交流懇話会企画・第2回ノボシビルスク訪問―

去る9月 19日 (日 )～ 25日 (土 )に 、本年6月 に行わ

れた第 1回 目のノボシビルスク訪間に引き続いて、第2

回目の訪問団が組織 された。今回は大学関係者5名 、民

間企業から6名 、仙台市 (外郭団体)か ら1名 が参加 し、

計12名 の調査団となった。今回の訪間は、ノボンビル

スク市 をあげて行われたシンポジウム&博覧会「21世

紀の岐路に立つ ノボシビルスク」 (9月 21～ 24日 =詳細

は「日本館便 り」=3頁参照)に あわせたものであり、

その一環 として行われた「日本 との国際関係の発展 :

中心地 としてのノボシビルスク」 と銘打たれたシンポ

ジウムでは、本調査団のメンバーを中心にさまざまな

視点から日口の問題に関する報告が行われ、 さらに博

覧会会場には「日本館」 (ロ シア科学アカデ ミーシベ リ

ア支部 ・無機化学研究所内にある当センターのシベ リ

ア連絡事務所)の ブースを置 き、現地の人々との交流

の場 を設けた。この他 にも、仙台市長からノボシビル

スク市長への親書・記念品の贈呈、無機化学研究所や

レーザー物理研究所の見学、ノボシビルスク市の住宅

問題に関するヒアリング調査 とデ ィスカッションなど、

参加者それぞれの関心にもとづいて大小 さまざまの行

事が行われ、限 られた時間をぬって精力的に活動する

ことができた。

前回6月 の訪間時と比べると、今回は参加者それぞれ

がより具体的な課題 を抱 え、その解決に向けて力を注

いでいた。特に、民間企業か ら産業博
巨
見
~会

に参加 され

た方からは、ノボシビルスクの科学技術のポテンシャ

ルに驚 くと同時に、その製品化ないし販売についても、

日口双方で大 きなビジネス・チャンスがありうるとい

う話 をたびたび聞かされた。 ノボシビルスクには、か

つては秘密のベールに勺己まれていた軍産複合体 を形成

ノボシビルスク調査団 (レ ーザー物理研究所の前で)

していた企業や研究所が数多く立地 し、ソ連崩壊後の

軍民転換にともない解禁 された技術が数多く存在する。

しか し、その優れたポテンシャルにもかかわらず、埋

もれたままでなかなか日の 目をみない技術 も多い。今

回はそうした技術 を掘 り起 こすだけでなく、一部の も

のについては磨いて研 ぐ作業 を並行 して行い、あと一

歩で世に出るようなところまで来たような感がある。

また、対 ロシア・ビジネスで大 きな問題 となっている

流通面や金融面の リスクを引 き受ける保険会社が売 り

込みをかけて くるといった場面 もみ られ、ロシアの ビ

ジネスマンは現状の問題点の所在 を的確 に把握 してお

り、そこに切 りこむことで自らのビジネス・チャンス

の拡大を図っているような印象 を受けた。こうしたこ

とか ら、何 らかの成果が生 まれる時期がそろそろ近づ

いてきたのではないか、と思われる。   (徳 永昌弘 )

特定の外国あるいは外国人と付き合っての失敗談を多く耳にします。外国から信頼を得ている人たちは

それでも尚付き合いを止めずに、更に交流を深めていっているようです。真に信頼関係を築いていくにも

錯誤を恐れない、軸の据わった勇気ある試行が必要なのでしょう。学ばされます。     (成 澤 勝)
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